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 要  旨 
 
 地球温暖化をはじめとする諸々の環境問題は，国内外において今後ますます慎
重な扱いが必要になる事項である．これに対しては政府・企業・一般消費者が意
識を一つにして，環境負荷の排出が少なくモノやカネの流れが効率的な資源循環
型の製品ライフサイクルが浸透した社会への移行を，より一層すすめていかなく
てはならない．  
 資源循環型ライフサイクルの実現を目指して，不具合のある製品を修理し再利
用するリニューアルサービスに関し，その修理工程を担当する主体を3分類して環
境負荷を定式化した研究がある．本研究ではこれをさらに発展させ，3つのシステ
ムモデル間の環境負荷についてロジスティクスに焦点を当て分析した．  
まず対象とした  3システムA, B, Cの共通点と相違点を挙げ，この  3システムに
おける製品および交換モジュールの物の流れを描いた．ここでシステムを構成す
る4主体（ディーラーD，メーカーM，リサイクル業者R，ユーザーU）とその間の
運搬で発生する環境負荷を定義し，いくつかの前提条件の下で，製品が循環する
際に発生する環境負荷E(i)のシステム i, j間での差∆Eijを定式化した．  
次に4主体D,M,R,Uの基本的な配置パターン9つを列挙し，∆Eijに影響するユーザ
ーの存在領域をそれぞれ16に区分した．∆Eijを効率的に計算するために，∆Eijの計
算方法の流れを説明し，その後で繰り返しの多い計算のために∆Eijが各配置パタ
ーンの各領域において取り得るパターンをまとめた．この式のパターンを組み合
わせて，その全領域について∆Eijを計算した．  
そして求めた全領域についての式に適当なパラメータを与え，∆Eij = 0となるU
の場所が描く境界線をグラフ化し，3システムA, B, Cが排出する環境負荷における
大小を比較した．また全パターンについてのグラフ化や，パラメータの変化によ
るグラフの比較を考察した．  
これより，2次元平面上におけるUの場所に応じて，システム全体の環境負荷を
小さくするためにはリニューアル工程を担当する主体をD,M,Uの誰で実施すべき
かを指示することが可能になった．またこの結果は，リニューアルシステムの設
計，特にD,M,Rの立地問題を検討する際に指針を与えるものであり，最後に今後
の課題として挙げた事項の検討が進めば，現実モデルへの適用が可能になると考
える． 
 
